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Recently, the citizens are concerned to change for the better their town by themselves. I researched the 
footbridge of an Iida-bashi which environment should be considered the position for pedestrian. There is 4 
subways, JR and important roads, in addition Kandagawa and Sotobori go through.. so, there is so committed. 
 In this research, I marshaled the problems to be solved in this area, reported the council in detail and 
simulated a state of affairs of there. 
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１． はじめに 
昨今我が国では都心における大規模再開発が精力的に
行われてきたが、その一方で地区における町の在り方に
ついて実務者だけではなく住民の間でも関心を寄せる事
柄になりつつある．本研究で取り上げた飯田橋周辺地区
も過去大規模な開発が行われており、住環境をよりよく
せんとする地域活動や試みが過去に行われてきた．様々
な討議・検討・提案が交わされた昨年度までの準備期間
を経て、2012 年度よりエコ地域デザイン研究所の正式に
研究プロジェクトと位置付けられた飯田橋の町環境につ
いて、本研究で取り上げまとめることにした． 
現在、飯田橋は環状 2 号線や放射 7 号線、大久保通り
の結節点として重要な役割を果たしており、都内でも有
数の自動車交通量が多い交差点になっている．さらに JR
中央線や東京メトロ東西線、有楽町線、南北線、都営大
江戸線の 5 路線が乗り入れ、歩行者も含めると他では例
を見ない交通量の多さと複雑さである．そのため駅前に
は横断歩道とともに歩道橋が設けられているが、多量の
歩行者量と設置から年月を経ている事、通常の鉄製構造
でありスパンの長さによる歩道橋の揺れなどが見受けら
れている．通行者は住人だけではなく通勤者の利用も多
い．同交差点上空には首都高速 5 号線がカーブしながら
設置されており、その下に歩道橋、道路平面上には五差
路交差点、そして地表面以下には神田川と外濠、地下鉄
が走っている． 
このような状況を鑑みて，本研究では JR 飯田橋駅東
口を中心とした飯田橋交差点に着目し，中でも飯田橋五
差路交差点の歩道橋について，歩行者の立場で現在の飯
田橋交差点環境を考え，さらなる利便性や快適性の追求
および飯田橋周辺地区の理想的な在り方について模索し
ていくための基礎研究となることを大目的とした．研究
フローは図 1 に示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本研究ではまず現在の飯田橋の複雑な飯田橋の状況を
考え模型の作成を行うなど工夫をし，空間利用状況の把
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握に努めた．そして過去に東京理科大学・日建設計・猪
狩氏により検討された飯田橋の事例を参考に，現在の飯
田橋交差点の問題点を考え，実際の歩道橋利用者状況の
実測調査を行い実際の利用状況の調査を行った．また，
同時に年間を通して地元住人や町会・実務者が討議し合
った（仮称）飯田橋駅周辺地区都市デザイン検討会議へ
の毎回の参加を通して，それぞれの意見や動向・進捗状
況について逐一詳細に記録し，会議を通して東京都や千
代田区・新宿区・文京区，JR や東京メトロなどの様子に
ついても併せて記載した．そして流動シミュレーション
を行い，住民への理解促進と飯田橋駅前における歩行者
の様子についての把握を行った． 
 
２． 研究方法 
本研究ではまず現在の飯田橋の町環境を改めて振り返
る．その際『飯田橋交差点を考える』『外濠 江戸東京
の水回廊』などの飯田橋に関する過去の事例から飯田橋
の町環境についての検証を行い，現在までにおける飯田
橋の環境についての現状把握を行った．その際，過去検
討された事案についての整理をする．これまでの飯田橋
周辺地区における研究や取り組みは，過去東京理科大学
大月研究室におけるアンケート調査や実測調査の論文と，
先述したような飯田橋周辺地区への日建設計及びエコ地
域デザイン研究所の事例から新たな飯田橋の形を現在の
視点から再考していく． 
さらに地元住民や専門家による討議の場である（仮
称）飯田橋駅周辺地区都市デザイン検討会議への毎回の
出席により最新の飯田橋の状況について，具体的に詳細
を捉えられるよう努めた．年間を通して全 7 回行われた
本会議では，回を重ねるごとに出席者が移り変わり，様々
な立場から飯田橋についての意見を交わした． 
最後に歩行者の流動シミュレーションを用いることで
より，理想的な飯田橋の環境についての検討を行う． 
３． 飯田橋を取り巻く環境 
（１）過去に検討された事案 
a）東京理科大学大月研究室発案 
長年にわたって取り組まれている中で最も本研究と近
しい「区界にまたがる都市交通施設の評価」３）を取り上
げる．2000 年の都市計画法が改正されたことにより，飯
田橋駅前交差点のように複数の行政区にまたがる地区の
問題解決はますます困難になることが考えられ，さらに
近年複数の市街地再開発事業が進行・検討中であること
から昼間人口の増加が予想できる地区である． 
そこで，三区をまたぎ架橋された飯田駅前歩道橋の利
用実態を把握し，行政区をまたぐ地域に形成された交通
施設の問題点の検討と，それらの評価を総合的に行った．
一つ目は飯田橋駅周辺の 19 町を対象に文献・資料・ヒ
アリング調査，二つ目に飯田橋駅周辺三区の各地元住民
組織の協力により居住者・勤務者を対象に飯田橋・交差
点に関するアンケートの実施，三つ目に各種行政資料よ
り，歩道橋に関しての各区の整備方針や管理主体の違い
を調査した。結果、千代田区は回答者の 48％が歩道橋を
利用しておらず，日常的な利用頻度は 7％に対し，歩道
橋利用者が最も多いのは文京区後楽町の住民や勤務者で
あった．（図 2） 
 
 
 
歩道橋利用頻度と歩道橋満足度の間に相関がみられ，
総合的な問題点は「歩道橋階段の昇降に伴う身体的・精
神的苦痛」「歩道橋階段・通路部の幅員不足」「歩行中
の振動」の 3 点に集中していた．振動は立体横断施設技
術基準が制定される 1979 年以前に建設されたためであ
ることが一因であると考えられる． 
 階段昇降の改善策として歩道橋への昇降機設置が考え
られるが，東京都管轄の既存歩道橋への設置後の維持管
理費は各自治体が負担することになるものの，3 区の利
用実態の差異や設置個所による管理主体の差異がある．
また，設置に際しては駅のある千代田区と利用者の多い
文京区側の管理主体である東京都第一建設事務所と，歩
道橋の管理主体である東京都第三建設事務所（所轄は新
宿）および 3 区の連携が必要である． 
地下鉄飯田橋駅の出口利用者は多くが JR 飯田橋東口
を利用している．しかし，現状では地上から地下コンコ
ースまでのバリアフリーのルートは一カ所のみ(図３)で
あり，鉄道事業者と各行政主の連携を図るべきである． 
 
 
b）日建設計発案 
JR 飯田橋駅東口を最寄りとし日頃から飯田橋五差路
交差点を中心とした地域への問題意識を持っており、飯
田橋五叉路交差点問題への取り組みの初期といえる
2000 年 6 月に「飯田橋交差点について，地下鉄駅からの
階段，汚い揺れる歩道橋，薄汚れた首都高，異臭を放つ
神田川などの問題をあげ，都市内土木施設の景観設計，
河川の水質改善など日建設計の技術をもって解決できる
図 2 歩道橋利用者 
図 3 出口利用状況 1) 
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問題を放っておくのは許されないのではないか１)」と提
案したのが日建設計である．提案内容は都市の美観を問
うタウンスケープに始まり神田川への取り組みなどが挙
げられているが，本研究に近しい内容である歩道橋をな
くすことができるかの検討，さらに人工地盤による駅前
広場の可能性（図 4）について記す． 
 人工地盤を用いることで，地上や地下が複雑に絡み合
うようになり，人工河川である神田川をも取り込んだ立
体都市を形作ることができるだろう．飯田橋駅前交差点
のように様々な機能がただ重なっている現状から，それ
らの要素を立体化し重層化を試みることで歩行者空間は
快適になり，新たな環境を作り出すことができるだろう．  
 
 
 
 
c）猪狩氏案 
飯田橋周辺地区は神田川と外濠が交錯する場所である
ものの，実際の水辺空間は地下にひっそりと流れるにと
どまってしまっているのが現状である．そのため，千代
田区の北西地域に広がる特徴的な地域資源を結び，ネッ
トワークすることで回遊性を作り出す仕組み“歴史・エ
コ廻廊”と人々の交流を促し，様々なコミュニティを育
む取り組みの一つとして、 “飯田橋スーパーデッキ広場
(Node)提案”(図 5)が示されている．歩行者や道路交通の
不便を解消するとともに三区結合の象徴的な結節点とし
て駅と連続した巨大デッキ構想である． 
 
 
４． 外濠沿いのまち環境と問題点 
（１）（仮称）飯田橋駅周辺地区都市デザイン検討会議 
エコ地域デザイン研究所として月に１度程，本年度は
全 7 回行われた（仮称）飯田橋駅周辺地区都市デザイン
検討会議に常に出席することで，飯田橋の問題点を再認
識・共有化し，実現に向けて動き出すため実務者と地元
住民等で組織した．（図 6） 
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  2012年 3 月・4 月に行われた会議初期においては，
現在都内の自動車交通量がパーソントリップ表を元に
算出した数字からも，はっきりとした減少傾向を示して
いるため，今後はより歩行者や自転車利用者の視点で考
えていくべきであることが共通認識となった．また飯田
橋駅前五差路交差点に関しては，かつて立体歩道橋への
試作提案が行われてきたが，バリアフリーや歩道橋の開
発・整備を行うことへの費用負担を含め考慮すると，交
差点の平面化が最も実現への可能性を感じさせる内容
になっていることから，平面化への可能性の模索を行っ
ていく旨の方針決定が行われた． 
 6 月の会議においては，実現に向けての働きかけを行
うに当たり，東京都や関連自治体への呼びかけをしてい
く準備のため，予算や地元の意向等具体的かつ現実的な
提案が課題となった．ここで猪狩氏の水辺空間を生かし
た飯田橋スーパーデッキ広場(Node)提案が披露され，デ
ッキ案については長らく三区協議会で支持されてきた
こともありデッキ案と平面化の短所長所についての検
討が行われたが，住民は一刻も早い改善を願っており，
デッキ案は多大な予算と工事への負担を加味したこと
で，現状では平面化への流れが形成された． 
 7 月になり，前回の東京都への働きかけの結果が佐々
木氏より報告された．年度変更により担当者の変更があ
ったものの，飯田橋駅前交差点についての引継ぎ・把握
はきちんと行われており，認識されているということで
あった．また，三区協議会に参加している大月教授から
は，新宿区としては住民の意向に基づいていることが必
要であることから，今後の三区協議会内部における方向
性の確認が必要になるだろうという報告があった．さら
に神楽坂商店街からの参加者である鈴木氏より，新たに
作られる放射 25 号線とそれに伴い大規模改造を行おう
としている歩道橋についての意見があがった．神楽坂商
図 6 位置づけと体制 
図 4 人工地盤を用いた環橋イメージ 3) 
図 5 飯田橋スーパーデッキ広場(Node)提案 5) 
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店街は，現状でも賑わいがあり路地がある神楽坂独特の
雰囲気を持つ地区である．それゆえに放射 25 号線の新
設に関しては快く思っていない事柄である．飯田橋歩道
橋はその先にあるものとして捉えており，地下鉄出口へ
の関心が強かった． 
 9月の会議では 7月までに行われたさまざまな外部組
織での個別の対応が行われ，本会議においては地元関係
者との意見の合致や合意の重要性と，利用者や住民の理
解・協力の必要さについての確認が行われた．今まで大
学と関連の実務者，さらにわずかな住民の参加のみであ
ったことからより多くの人と平面化への思いを分かち
合うことが目標となる． 
 10 月になり，始動し始めた様子を呈してきた．前回
の続きとして地元の意見を聞くため，三区協議会を通し
て参加を募り，複数の町会長や住民の参加のもと開催さ
れた．中でも弁舌に地元や自治会として感じていること
を語ってくださったのが文京区後楽町会の篠崎氏であ
る．自治会としては，長らく飯田橋駅前交差点エリアの
あり方について議論が重ねられているため，さまざまな
アプローチを試してきたが，月日が経過してもさほど変
化が見受けられないため本会議へ参加することで，今一
度飯田橋駅周辺地区についての可能性を模索したいと
強く考えているようだ．そのため交差点の平面化の実現
性の高さは理解していただけたものの，今まで三区協議
会はデッキ案を主体として活動していたため，これから
住民への広報の必要性があげられた．さらに問題点とし
て自転車道の歩行者利用があり，町会としても事故が起
こる前に改善したいという意向が存在した． 
 12 月の本会議では，11 月に行った実測調査の結果を
報告した．そして三区協議会では 10 月の会議から 12
月の間に，デッキ案から平面化への切り替えが行われ，
少しずつ住民の間でも動きがあり決起活動が行われる
予定である．その一方で三区協議会への出席には多少偏
りがあり，区によって動き方が違い，千代田区はあまり
動きが見られていないという報告があった．また，東京
都としての動きは見られないものの，11/27 に警視庁が
独自に飯田橋駅前交差点の道路状況を調査していたこ
とが判明している．さらに JR 飯田橋駅については，文
化庁と千代田区が動き出した気配があり，飯田橋西口の
三井不動産との関係もあることから，今後会合をしてい
きたいとの意向が示された． 
年内の活動は以上だが，新都知事や衆議院選挙があっ
たため，政治的な動向を見守りつつ今後の模索を行う予
定である． 
（２）飯田橋を具体的に捉える 
飯田橋駅前交差点エリアについて検討するにあたり，
現在ある町を地図上で平面的に考えるだけではなく，立
体的に俯瞰して捉えることや実測調査を行うことで現
在の町の状況把握および整理のため模型を作製し，本会
議で使用した．模型は道路上空間・道路面・地下空間の
三層構成となっており，飯田橋駅前交差点を中心とする
およそ 400ｍ程度の範囲を 1/500 の縮尺で作製した．
（図 8,図 9） 
 
 
 
 
 
この模型から，さらに地下鉄出口についても検討すべ
き点である事が意見として挙がり，改めて神田川と外濠，
さらに地下鉄コンコースの在り方を見直す有用性につい
ての意見が上がった．12 月現在，実現すべく本会議のみ
ではなく住民も動きだしたことが報告されている． 
（３）実測調査 
本研究では歩行者の視点で町の利便性・快適性を論ず
るため，飯田橋駅前交差点の実際の利用状況について調
査し，歩道橋利用状況をから現在の歩道橋の在り方につ
いて考える．行った調査は二種類あり，歩道橋利用者数
の実測調査について記す． 
a）歩道橋利用者数調査 
この調査を行うにあたりまず課題となったのが，歩道
橋が三区にまたがり存在している事である．調査の下準
備として，まず歩道橋への上り下りが見渡せる階段付近
の地点を 5 カ所設定した．（図 10）また，自転車道 2 本
が接合している文京区の一区画において自転車道のカウ
ント枠を別途設け，通行者を主に自転車・人・乳母車の
図 9 模型地下部分 
図 8 模型全容 
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3 種類とし計測を行った．計測は通行者数のピークであ
る午前 8 時から 9 時と午後 2 時から 3 時について 2 回ず
つ，11/8, 11/9, 11/14 に実施し，すべての位置におい
て同時にカウンターを用いて調査を行った．（図 11） 
その結果それぞれの歩道橋利用者数の結果は表 2 に示
す．駅前に位置する場所の多さはもちろんのこと，文京
区北側への通行が目立って多いことが見て取れる．また
自転車道については杖を突きつつ横断している人や乳母
車と子供を抱えてやや走っていた姿，さらに渡ろうとし
たものの引き返している様子などが実際に見て取れた． 
 
 
 
 
 
 
 
b）歩道橋流動状況調査 
短時間の単純利用者数計測を先の調査で行ったため，
ここでは実際の歩行者流動だけではなく横断歩道の利用
状況や交通状況も含めた交差点の交通についてのビデオ
撮影を行った．実測場所の選定は本会議参加者の稲垣氏
による紹介で，飯田橋五差路交差点の角地の相沢ビルを
紹介していただいた．相沢ビルは誤差路交差点に面した
場所に位置しており，その屋上（8 階相当）から交差点
全域における流動具合や横断歩道・歩道橋の通行状況，
道路交通状況を調査した．実際に相沢ビル屋上から見ら
れる景色を図 12に示す．調査は 11 月 22 日木曜日の 8:00
から 17:00 に行った．天気は一日を通してほぼ曇り空で
あった．この調査から歩道橋の歩行者流動状況を観察し，
次項の歩行者流動シミュレーションを行った． 
 
 
 
 
５． 歩行者流動シミュレーション 
歩行者シミュレーションを行うにあたり交通シミュレ
ーションソフト VISWALK を用いた．このソフトを用い
た理由は，五差路交差点のように多岐に分かれている交
差点におけるシミュレーションが可能であったことと，
平面における歩行者流動の様子が具体的に理解できると
ともに，３D で人間が歩いている様子等も見て取れるた
めである．このようなシミュレーションを用いることで
一般的にもわかりやすく、住民や行政への理解を促す事
ができると考えている．(図 13，図 14) 
 
 
 
表 2 地下部分の路線の乗り入れ 
図 13 歩行者流動シミュレーション 
図 12 歩道橋流動状況 
図 11 地下部分の路線の乗り入れ 
図 10 地下部分の路線の乗り入れ 
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６． まとめ 
本年度の研究では飯田橋の複雑に様々な要素が入り組
んでいる環境の問題点を明らかにできた．それぞれに多
少の改善が望まれているが，飯田橋駅前交差点が地上・
地下ともに空間的利用が密になっており，大規模な工事
を必要とするリニューアルは難しいといえるだろう． 
実測を行ったことで，具体的な歩道橋利用者数と歩行
者の流動傾向を把握し，歩行者の流動シミュレーション
を行うことができた．この結果，飯田橋駅前交差点にお
ける現状の歩行状況についての理解が深まった． 
本研究は現在進行中である事例を扱っており、現実問
題であることから実際の利用状況の把握を正しく行い、
現況再現さらには行政や市民との話し合いを円滑に進め
るための一つの要素としてあるべく、基礎的な情報とし
てまとめた。 
 
７． 今後の展望 
本研究の最終的な目標は歩行者交通量の具体的な把握
と自動車交通量を合算し，交差点交通状況の試算を行う
ことにあると考えられる．本研究で把握しきれなかった
歩行者の歩行パターンや信号現示等との関係などを行う
必要もあるだろう．今後の状況によっては，飯田橋駅前
交差点の理想像が平面化以外の形である可能性も捨てき
れないが，交通量と歩行者数がともに多い飯田橋で理想
の在り方を見つけることができれば，より良いまちに近
づけるのではないかと考える．これからも様々なアプロ
ーチを行い動き続けることが飯田橋駅周辺地域の次の一
歩につながるだろう． 
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図 14 歩行者流動シミュレーション 
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